
Result Score
（記録スコア）

Placing Score
（順位スコア）

Performance Score
（ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽｺｱ）

WA Scoring Tables
を基にポイント化

※風の影響や、手
動記録なども考慮

大会の位置付けな
どにより順位ポイ
ントが異なる。

Result Score
（記録スコア）

＋
Placing score
（順位スコア）

の合計

▼WA Scoring Tables
https://www.worldathletics.org/news/iaaf-news/scoring-tables-2017

ワールドランキング制度

■Point1
ワールドランキングは、記録と順位によるパフォーマンススコアによって順位付けされている。
パフォーマンススコアは5つのスコアの平均。

■Point2
オリンピック等の国際大会は、基本的に、参加標準記録＋ワールドランキング上位者
（ターゲットナンバー内＝出場人数枠）に参加資格が与えられる。

■Point3
ワールドランキングは世界中の記録を収集し、常時更新（基本的には毎週水曜日に更新）されている。
※大会主催者は速やかにリザルトをWAへ提出する必要がある。



※ポイントは、風の影響や手動記録なども考慮し補正される。

①記録スコア

・
・
・

WA Scoring Tables を基に、ポイント算出。

【例】男子100m選手が、10.00（0.0）を出した場合、1,206点を記録スコアとして獲得することができる。

100mの10.00＝110mHの13.25＝400mの44.63＝400mHの48.50＝4×100mRの38.26などが、
同ポイント（記録として同じ価値）ということもわかる。



大会のカテゴリー別、競技会例

大会カテゴリー 競技会の例

OW オリンピック・世界選手権

DF ダイヤモンドリーグ ファイナル

GW 世界室内・ダイヤモンドリーグ

GL アジア選手権

A CTゴールド（セイコーGGP・ReadySteadyTOKYO）

B CTシルバー・日本選手権

C
CTブロンズ

（GP：織田記念・静岡国際・木南記念・デンカACC）

D
AAAパーミット大会

（GP：兵庫RC）

E
国別対抗戦・国際競技会（GP：金栗記念・出雲陸上・GG延岡

・水戸招待・布勢SP・田島記念・鹿児島混成）

F 各国公認競技会

※CT：コンチネンタルツアー（ WAが主催する陸上競技の世界ツアー）

②順位スコア：大会カテゴリー 一覧



大会のカテゴリーに応じて順位スコアが異なる。

OW DF GW GL A B C D E F

1位 350 240 200 170 140 100 60 40 25 15

2位 310 210 170 145 120 80 50 35 21 10

3位 280 185 150 130 110 70 45 30 18 5

4位 250 170 140 120 100 60 40 25 15

5位 230 155 130 110 90 55 35 22 12

6位 215 145 120 100 80 50 30 19 10

7位 200 135 110 90 70 45 27 17

8位 185 125 100 80 60 40 25 15

9位 130 90 70 60

10位 120 80 60 50

11位 110 70 50 45

12位 100 60 45 40

13位 95

14位 90

15位 85

16位 80

②順位スコア：大会別Placing Score

次頁：大会カテゴリー別に順位スコアが設定されることで、同じ1位の価値は、どれくらい変わってくるのか？

▼Placing Score詳細は、WAサイトにてご確認下さい。

https://www.worldathletics.org/world-ranking-rules/overall-rankings



出場大会例 WAの

大会

ｶﾃｺﾞﾘｰ

記録

（±0）

Result Score
（記録スコア）

Placing Score
（順位スコア）

※大会カテゴリーに応じた

1位のポイントが加算

Performance

Score

（ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽｺｱ）

日本選手権 B 10秒22 1,132点 100点 1,232点

GP

織田記念など
C 10秒10 1,172点 60点 1,232点

GP

布勢・水戸など
E 9秒99 1,210点 25点 1,235点

記録会

（陸連公認）
F 9秒97 1,217点 15点 1,232点

日本選手権で10秒22（0.0）で走り優勝‼
⇒1,232点を獲得

それと同等のポイントを稼ぐには…！？

パフォーマンススコアの算出例①

⇒大会カテゴリーが下がるにつれて、求められる記録は高くなる。

（全ての大会で、風は0.0無風換算とする）



成績を残した

大会の例

WAの

大会

ｶﾃｺﾞﾘｰ

Result Score
（記録スコア）

Placing Score
（順位スコア）

※大会カテゴリーに応じた

1位のポイントが加算

Performance

Score

（ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽｺｱ）

パフォーマンススコ

アのポイント差

※Bカテゴリーを基準

日本選手権 B 1,206点 100点 1,306点 ±0

GP

織田記念など
C 1,206点 60点 1,266点 －40点

GP

布勢・水戸など
E 1,206点 25点 1,231点 －75点

記録会

（陸連公認）
F 1,206点 15点 1,221点 －85点

ある選手が
10秒00（0.0）で走り優勝した場合・・・

パフォーマンススコアの算出例②

次頁：85点の差はどれくらい順位に影響するのか？

⇒日本選手権優勝の10.00（0.0）と記録会優勝の10.00（0.0）では、85点の差が生まれる。

（全ての大会で、風は0.0無風換算とする）



パフォーマンススコアの算出例②
（ランキング資料は参考例）

種目により差はあるものの、
僅差でランキングが並んでいる。

ランキング57位の選手が、17点UPすると…

1170点＋17点＝1,187点

46位までジャンプアップ‼

※例えば、56位までが大会に出場できる場合、

この“17点”で出場の可能性は大きくアップする。

・
・
・

・
・
・

・
・
・

前頁での85点の差

⇒1大会あたりに換算すると17点
（ランキングは5大会の平均スコアのため、85点÷5大会=17点）



WAランキングスコアの構成

種目 必要なパフォーマンススコア数 うちメイン種目の条件

基本な種目

（以下以外）
5つ以上 メイン種目3つ以上

5000m・3000mSC

20㎞競歩
3つ以上 メイン種目2つ以上

10000m・十種・七種

マラソン・50㎞競歩
2つ以上 メイン種目1つ以上

・種目により必要になるパフォーマンススコアの数が異なる。

・いずれの種目も、複数のパフォーマンススコアを集める必要がある。

▼WAランキングシステムの詳細は、WAサイトよりご確認いただけます。

https://www.worldathletics.org/world-ranking-rules/basics

メイン種目（通常の種目）の他に、サブ種目

（室内／300m／3000m／2000mSCなど）

もパフォーマンススコアとして集計される。



WAランキングスコアの構成（例）

Result Score
（記録スコア）

Placing Score
（順位スコア）

Performance Score
（ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽｺｱ）

① 6秒56→1175点 A(4位) 100点 1275点

② 6秒56→1175点 D(1位) 40点 1215点

③ 10秒15→1155点 F(1位) 15点 1170点

④ 10秒20→1124点 C(7位) 27点 1151点

⑤ 10秒20→1138点 F(2位) 10点 1148点

▼WAランキングシステムの詳細は、WAサイトよりご確認いただけます。

https://www.worldathletics.org/world-ranking-rules/basics

①
②
③
④
⑤

5つのパフォーマンススコアの

平均点がランキングスコアとして、

WAランキングに反映される！！
※WAランキングの選手名をクリックすると、詳細が確認できるようになっています。

例：男子100m 5つのパフォーマンススコア（うちメイン種目3つ以上）が必要

記録スコアは、風によりスコアの補正が入ります。


